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１　計画策定および見直しの趣旨
　本計画は、まちづくりの最上位計画である「総合計画」の第５期計画（計画期間：平成23年～
平成32年）として、総合計画審議会をはじめ多くの町民の参加により策定されたものです。
　計画策定から約５年が経過し、社会経済情勢の変化に対応するため、計画期間の中間年である
平成27年度に、アンケートの実施や新たな総合計画審議会での審議などを経て、計画の後期分に
ついて必要な見直しを行いました。

２　計画の構成と期間
　本計画は、まちの将来像などを示す「基本構想」、基本構想を実現するための施策を示す「基
本計画」、施策を具体的に進める事業を示す「実施計画」により構成されています。今回は、こ
れらのうち、後期５年分の基本計画を見直しています。
　なお、平成27年10月に策定した「音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成27年度～ 31
年度）」の「総合戦略」についても、本計画の重点施策に位置づけ、取り組んでいくこととします。

※「まち」と「町」：音更町全体のことを指す場合は「まち」、音更町行政（町政）を指す場合は「町」
と標記しています。

（年度） 

平成 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 
（西暦） (2011) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016) (2017) (2018) (2019) (2020)

３３３年年年間分の間分の間分の計計計画画画を毎年を毎年を毎年見見見直直直し し し 

基本構想 平成 23 年度～平成 32 年度の 10 年間 

基本計画 平成 23 年度～平成 32 年度の 10 年間

基本計画（後期見直し分） 

平成 27 年度に後期分を見直し

実施計画（３年間） 

前期重点施策 

後期重点施策

音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略

総合戦略

施策の共有
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１　まちづくりの目標
（１）まちの将来像

　本町はこれまで、基幹産業である農業を軸に、産業を振興し、生活基盤を広げ、町民福祉の向
上をはかり、発展してきました。今日では、都市的な機能も高まり、北海道内の町村で最も人口
の多いまちになっています。
　この発展の基礎は、先人が開拓してきた大地であり、町民の暮らしにも経済の発展にも、かけ
がえのないものとなっています。農業のまち、観光・交流のまち、都市機能の整ったまちなど、
本町の姿は多面的になってきていますが、これからも、豊かな大地に根ざした、住み良いまちづ
くりを進めていくことに変わりありません。また、住み良いまちづくりとして、町民が生涯にわ
たって住み良さを実感し、常に住み続けたいと思えるまちをめざしていくことが今日、より一層
求められています。
　めまぐるしく社会情勢が変化するなか、子どもからお年寄りまで各世代の住み良さを考え、今
も未来も住み続けたいと思えるまちづくりを進めることにより、町民の笑顔がこれまで以上に増
え、音更の大地に広がり続けていくことをめざし、この計画の将来像を次のように設定していま
す。

本計画がめざすまちの将来像本本計画がめざすまちの将来像
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（２）基本目標

　将来像の実現をめざすために、５つの基本目標を掲げ、まちづくりを進めます。

元気あふれる産業のまち元気あふれる産業のまち
　基幹産業の農業を軸に、本町の地域資源や立地を活かした商工業、世界に誇れるモール温泉
でもてなす観光業など、それぞれの産業がつながることにより地域経済が活性化し、新たな雇
用が生まれる、元気なまちにします。

住み良さと自然が共生するまち住み良さと自然が共生するまち
　生活の利便性や安全面、快適さを維持し、さらにそれらを高めていくことにより、誰もが住
み良い生活基盤の整ったまちにします。
　また、身近な緑や公園、森林や河川、雄大な農村風景など、自然環境を大切にし、いつまで
も自然と身近にふれあえるまちにします。

心豊かな人を育むまち心豊かな人を育むまち
　本町の地域資源を教材に、子どもたちへの教育、まちの魅力を再発見する学習の場などを充
実させ、豊かな心と郷土愛を持つ人が育つまちにします。
　また、年齢に関わらず、誰もが学びやスポーツ・文化活動などを楽しめる生涯学習の充実し
たまちにします。

いつまでも健やかに、安心して暮らせるまちいつまでも健やかに、安心して暮らせるまち
　保健、医療、福祉の連携、地域と町の連携などを深め、子育てや介護、健康づくりなど、各
年代の町民が、心身ともに健やかに過ごせるまちにします。
　また、単身者や核家族でも、地域での支え合いや全町のネットワークにより安心して暮らせ
るまちにします。

町民の力で動く、協働のまち町民の力で動く、協働のまち
　まちづくりへの関心と行動意欲を高める情報提供や参加の呼びかけを積極的に行い、町民の
自主的な活動や行動がいろいろな場面で見られるまちにします。
　また、町民と町がまちづくりの課題や方向を共有し、解決や発展に向けて協力して取り組ん
でいくまちにします。
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（３）人口指標

　本町は、生活環境の整備や子育て支援、福祉の充実、地域産業の振興などを通じて、誰もが住
み続けたいと思えるようなまちの実現をめざし、本計画の目標年次である平成32年の総人口を
48,000人に設定し、50,000人規模のまちづくりを視野に入れて各施策に取り組んでいます。
　計画策定後、本町の人口を取り巻く環境も大きく変化していますが、総合計画がめざす将来像
は長期的な目的であり、まちづくりを進める上での基本的な姿勢は変わらないこと、また、平成
27年度に策定した「音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略」により、人口減少を抑制する取り
組みを一層推進することとしており、人口指標は変更しないこととします。

計画策定時の人口の推移と目標年次の推計結果

区　分
国勢調査実績 目標年次推計値

平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成32年

総人口 (人) 37,528 39,201 42,452 45,085 47,960

０～ 14歳 (人)
(%)

6,600
（17.6）

6,355
（16.2）

6,948
（16.4）

7,213
（16.0）

6,322
（13.2）

15 ～ 64歳 (人)
(%)

25,202
（67.2）

25,711
（65.6）

26,729
（63.0）

27,537
（61.1）

29,096
（60.7）

65歳以上 (人)
(%)

5,726
（15.3）

7,076
（18.1）

8,736
（20.6）

10,295
（22.9）

12,542
（26.2）

・平成12年、17年、22年は年齢区分の不詳者がいるため合計が総人口と異なります。
・四捨五入の誤差により、構成比の合計が100.0％にならない場合があります。

総人口と年齢３区分別人口の推移（国勢調査）

※推計（コーホート変化率法）
： 男女別・年齢５歳階級別人口
の５年ごとの増減率（変化率、
移行率とも言います）を算出
し、今後もこの率が一定に継
続すると仮定して、５年おき
の男女別・年齢５歳階級別人
口を推計する方法です。上記
の推計は、国勢調査結果の平
成２年～７年、平成７～ 12
年、平成12 ～ 17年の３回の
変化率の平均値を用いて推計
した結果です。

6,600 6,355 6,948 7,213 6,322 

25,202 25,711 26,729 27,537 
29,096 

5,726 7,076
8,736 10,295 12,54237,528 39,142
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（４）土地利用の基本方針

　土地の公益性を尊重し、長期的な視点をふまえながら、秩序ある土地利用を進めます。

市街地や集落における土地利用
◆ 人口や居住の動向などをふまえ、便利で快適な生活を支える機能を高めていくための土地利
用や基盤整備を進めます。

◆市街地における未利用地については、有効な活用を促進します。

◆ 十勝川温泉地域については、観光拠点としての魅力を高めながら、市街地としての機能を強
化していきます。

商工業地域における土地利用
◆商業地については、町民が便利で買い物しやすい場となるよう活性化をはかります。

◆ 工業用地については、新たな企業誘致や農畜産物などと結びついた新産業の創出がより一層
進むよう、企業の進出や経営の支援につながる土地利用と基盤整備を進めます。

農業地域における土地利用
◆基幹産業を支える基盤として、優良な農地を確保、保全します。

◆生産基地としての機能の向上だけでなく、田園景観の保護や創出に努めます。

自然を多く有する地域における土地利用
◆ 自然と共生するまちづくりを進めていくため、良好な自然環境に配慮した土地利用を進め、
無秩序な開発を抑制します。

◆それぞれの地域に根ざす生態系をふまえ、森林や河川などの環境を適切に保全します。

p2_11.indd   6 2016/03/15   10:45:17
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２　施策の大綱
「５つの基本目標」に沿って、まちづくりの各分野を進めていきます。

（１）元気あふれる産業のまち

［１］農林業の振興

分　野 内　　　　　　　　容

１　農業［経営］
２　農業
［生産基盤や生産環境］

３　林業

安全・安心で質の高い農畜産物を安定して生産できるよう、生産
の基盤や体制を整え、生産性の向上と経営の安定をはかるとともに、
クリーン農業※を推進し、音更産としての農畜産物のPRを進めます。
また、森林の持つ経済的・公益的機能を高めるため、木材の用途
拡大や育林に努めます。
※クリーン農業：環境との調和に配慮しながら、安全・安心、高品質な農畜産
物を生産、供給する農業のことで、有機農業やエコファーマーなどを指します。

［２］商工業、観光の振興

分　野 内　　　　　　　　容

１　商業
２　工業、企業誘致
３　観光

町民の身近な買い物の場であり、地域コミュニティの場としての
役割も果たす商店街づくりを進めます。また、雇用や地域の活力を
生み出すため、既存の工業や地場産業の育成、支援に加えて企業誘
致を促進します。
また、十勝川温泉の活性化をめざし、知名度の向上や地域イメー
ジづくり、音更ならではの魅力あるもてなしやサービス、特産品な
どを提供し、観光客が長期滞在しても楽しめる環境づくりを促進し
ます。

［３］連携による産業の振興

分　野 内　　　　　　　　容

１　産業連携
基幹産業である農業を核に、直売や加工、農作業体験などの取り
組みを広げるとともに、異業種や異分野との連携による新たな商品
開発や事業の創出など、地域の振興をめざします。

［４］消費者、勤労者の保護

分　野 内　　　　　　　　容

１　消費生活
２　勤労者福祉

消費者の権利を守り、消費生活の安定と向上をはかるとともに、
勤労者の生活の安定と労働環境を向上させるため、勤労者福祉の充
実に努めます。
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（２）住み良さと自然が共生するまち

［１］環境との共生

分　野 内　　　　　　　　容

１　環境保全
２　景観
３　ごみ・し尿収集処理

本町の豊かな環境を守り、継承するため、自然環境や景観の大切さ、
環境保全意識を高め、自然環境や景観の保全、環境への負荷軽減に
向けた取り組みを進めます。
また、ごみやし尿などができるだけ環境負荷にならないよう、適
切な処理や減量化、再資源化に努めます。

［２］便利で安全な生活環境

分　野 内　　　　　　　　容

１　公共交通
２　情報通信
３　消防、防災
４　交通安全、防犯

公共交通機関の維持に努めるとともに、情報通信基盤の整備、技
術の活用を促進し、交通や情報通信の利便性を高めます。
また、町民生活を災害や交通事故、犯罪などから守るため、町民
の意識啓発や予防につながる環境整備などを進めるとともに、発生
した時の迅速な対応に努めます。

［３］快適な生活基盤

分　野 内　　　　　　　　容

１　道路
２　河川
３　公園、緑地
４　火葬場、霊園
５　住宅、宅地
６　地籍調査
７　水道
８　下水道、排水処理

生活道路から幹線道路まで、町民生活や経済活動を支える道路環
境の維持管理や向上に努めます。また、河川の適切な維持管理と活
用を関係機関に要請するとともに、誰もが利用しやすい公園、緑地
の整備に努めます。
住宅や土地については、居住ニーズをふまえた公営住宅の整備に
努める一方、計画的な建て替えや維持管理に努めるとともに、既存
市街地内の未利用地が有効に活用されるよう、用途に応じた土地利
用や地籍調査を進めます。
また、安全で良質な水道の供給や快適に利用できる下水・排水機
能の向上をめざし、整備と維持管理を計画的に進めます。
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（３）心豊かな人を育むまち

［１］子どもの教育

分　野 内　　　　　　　　容

１　幼児教育
２　義務教育
３　高校教育、高等教育
４　青少年健全育成

子どもの心身の成長、学力の向上をめざし、それぞれの教育課程
で求められている教育内容を適切に進めるとともに、教育環境の整
備や教育機関相互の連携を促進し、教育体制を充実させます。
また、地域に根ざした教育機関、知的拠点として、高校や大学と
の連携を深めるとともに、家庭、学校、地域との連携を深め、地域
ぐるみで青少年の健全育成に努めます。

［２］生涯学習

分　野 内　　　　　　　　容

１　生涯学習の体制づくり
２　社会教育
３　スポーツ
４　芸術、文化

町民が生涯にわたり、いつでも、どこでも、誰でも自由に学び、
その成果が適切に評価される生涯学習社会の実現をめざし、関連施
設の機能充実や有効活用、地域に根ざした社会教育、学習・スポーツ・
芸術・文化などへの参加機会づくりに努めます。
また、本町の文化財や郷土芸能を次代に継承するため、文化財の
保護や保存団体の育成に努めます。

（４）いつまでも健やかに、安心して暮らせるまち

［１］心身の健康

分　野 内　　　　　　　　容

１　保健
２　医療
３　社会保障

町民が健康で安心して生活できるよう、健康の維持増進に向けた
取り組みを進めるとともに、医療供給体制の充実に努めます。
また、国民健康保険、介護保険、国民年金など、国の制度に基づ
く事業に関して、制度に対する理解を促すとともに、適切な事業の
運営に努めます。

［２］社会福祉

分　野 内　　　　　　　　容

１　地域福祉
２　子ども福祉
３　ひとり親家庭等の福祉
４　高齢者福祉
５　障がい者福祉
６　低所得者福祉
７　アイヌの人たちの福祉

誰もが地域で安心して暮らせる地域福祉活動を進めるとともに、
子育て家庭、ひとり親家庭、高齢者、障がいを持つ人、所得の低い
世帯など、それぞれの状況を把握し、的確に支援できるように努め
ます。
また、アイヌの人たちの生活やアイヌ文化の保存を支援します。
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（５）町民の力で動く、協働のまち

［１］交流や連携、町民参加の推進

分　野 内　　　　　　　　容

１　国際・地域間交流
２　コミュニティ
３　町民参加
４　男女共同参画

国際・地域間交流により、地域の活性化や人づくり、移住、定住
の促進や交流人口の拡大を進めます。
町民と町が情報を共有し、地域の自主性を尊重したコミュニティ
活動から全町的なまちづくり活動まで、男女を問わずいろいろな世
代の町民が参加する協働によるまちづくりを進めます。

［２］行財政運営の推進

分　野 内　　　　　　　　容

１　広報、広聴、情報公開
２　行政運営
３　財政運営
４　広域行政

町民の声を広く聴き行財政運営に取り入れる体制や、まちづくり
への町民参加の機会を充実させるとともに、町民と町の情報共有を
進めるため、積極的な広報活動と情報公開に努めます。
また、職員の資質向上とともに組織の機能を高め、厳しい社会・
経済情勢のなかでも多様な行政課題に効率的かつ効果的に対応でき
る行財政運営を進めます。
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３　計画の体系

１ 農業[経営] 
２ 農業[生産基盤や生産環境] 
３ 林業 

１ 商業 
２ 工業、企業誘致 
３ 観光

１ 産業連携

１ 消費生活 
２ 勤労者福祉 

１ 環境保全
２ 景観 
３ ごみ・し尿収集処理

１ 公共交通 
２ 情報通信 
３ 消防、防災 
４ 交通安全、防犯

１ 道路 
２ 河川 
３ 公園、緑地 
４ 火葬場、霊園 
５ 住宅、宅地 
６ 地籍調査 
７ 水道 
８ 下水道、排水処理

１ 幼児教育 
２ 義務教育 
３ 高校教育、高等教育 
４ 青少年健全育成

１ 生涯学習の体制づくり 
２ 社会教育 
３ スポーツ 
４ 芸術、文化 

１ 保健 
２ 医療 
３ 社会保障 

１ 地域福祉 
２ 子ども福祉 
３ ひとり親家庭等の福祉 
４ 高齢者福祉 
５ 障がい者福祉 
６ 低所得者福祉 
７ アイヌの人たちの福祉

１ 国際・地域間交流 
２ コミュニティ 
３ 町民参加 
４ 男女共同参画

１ 広報、広聴、情報公開 
２ 行政運営 
３ 財政運営 
４ 広域行政

基 本 目 標 節 分 野

元気あふれる 
産業のまち 

住み良さと自然が 
共生するまち

心豊かな人を 
育むまち 

いつまでも健やかに、
安心して暮らせるまち 

町民の力で動く、 
協働のまち

（１）農林業の振興

（２）商工業、観光の振興

（３）連携による産業の振興

（４）消費者、勤労者の保護

（１）環境との共生

（２）便利で安全な生活環境

（３）快適な生活基盤

（１）子どもの教育 

（２）生涯学習

（１）心身の健康

（２）社会福祉 

（１）交流や連携、町民参加の推進

（２）行財政運営の推進

[

将
来
像]　

豊
か
な
大
地
に
広
が
る
笑
顔　

今
も
未
来
も　

住
み
続
け
た
い
ま
ち　

お
と
ふ
け

１

２

３

４

５
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